
■平常時の見守りと災害時の避難支援に係る情報の一元的データ管理に関する報告について

①『ふれあい援護ネットワーク（仮称）の推進』事業の年次計画（P71） ②『災害時要援護者・平常時要支援者の一元的データ管理』事業の年次計画（P89）

項　目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 項　目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

ふれあい援護ネット

ワーク（仮称）の一

元化・運用

制度設計・確定

関係者合意

様式等発注・配付

情報収集

保有情報基盤整備

運用開始 システム導入

情報化委員会

情報化委員会情報化委員会

情報化委員会への

へのへの

への

提案

提案提案

提案

システム発注・開

発、運用開始

運用

平成26年12月15日

第2回佐世保市地域福祉計画推進委員会

資料４

平成30年度

10月9日情報化調整会議（情報化委員会の前段となる会議）にて、システムを導入する前に運用制度を整えるよう指示を受けた。

→27年度は関係者との調整と体制づくりを行い、それを踏まえて28年度にシステムの開発を行う。

市

要支援者

①名簿の対象となっ

た方全員にダイレク

トメールを送付

③支援に必要な

情報、外部提供へ

の同意、支援者情

報等を回答

市

町内会

自主防災

組織

介護事業所等

③支援者を見つけきれな

かった要支援者と、支援協

力を承諾していただいた団

体とのマッチング

①支援者の役割

を担っていただく

よう依頼

要支援者

要支援者に支援者を

付けるまでの流れ

この仕組みを作るために・・・

支援者支援者

②親戚や近所の方

など、支援者になっ

ていただける方を探

していただく

支援者を見つけきれない、

探せなかった場合

災害時避難支援

（避難所開設～避難勧告発令）

支援者

要支援者

③避難希望があった

場合は、必要に応じ

て避難支援。

避難所
①避難所開設情報

（防災無線等）

②本人に避難した

いかどうかの意思

確認

案

平常時の見守り

（従来のふれあいネットワーク）

支援者

支援者

日常の見守り・

声かけなど

市

支援者

要支援者

支援者

対象となる要支援者（外部提供

に同意があった方）の、名簿情報

を支援者へ提供

案

案

◇『ふれあい援護ネットワーク（仮称）』の体制案について（案）

【災害対策基本法】

個人情報保護条例等に関わらず、

市が保有するデータを活用して「避

難行動要支援者」の名簿を作るこ

ととされている。

（本市における要件案）

○要介護認定者

○障害手帳保有者（1～2級）

○その他、必要と認められるもの

※約2万人を想定

※変更の可能性あり

②承諾

（協定の締結等で実効性

を担保）


